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Cisco Unified Communications Manager Assistantの概要
Unified Communications Manager Assistant機能は、アシスタントがマネージャの代理でコールを処
理し、マネージャコールを代行受信して適切にルーティングするために使用できるプラグインで

す。

Manager Assistantでは最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントがサポートされていま
す。このユーザ数に対応するため、1つの Unified Communications Managerクラスタで最大 3つの
Manager Assistantアプリケーションを設定し、マネージャとアシスタントを各アプリケーション
インスタンスに割り当てることができます。

Manager Assistantでは、共有回線とプロキシ回線がサポートされています。

Manager Assistantのアーキテクチャ

Manager Assistantのアーキテクチャは次の項目で構成されています。

• Cisco IP Manager Assistantサービス：Unified Communications Managerのインストール後に、
Cisco Unified Serviceabilityインターフェイスからこのサービスをアクティブにします。

• AssistantConsoleインターフェイス：アシスタントが各自のコンピュータからManagerAssistant
の機能にアクセスして、マネージャのコールを処理できます。ManagerAssistantは、アシスタ
ント宛のコールと最大 33人のマネージャ宛のコールを処理します。

• Cisco Unified IP Phoneインターフェイス：マネージャとアシスタントはソフトキーと [Cisco
Unified IP Phone Services]ボタンを使用して、Manager Assistantの機能にアクセスできます。
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詳細については、のCiscoUnifiedCommunicationsManager機能設定ガイド章の「ManagerAssistant」
を参照してください。

Manager Assistantデータベースアクセスアーキテクチャ

データベースには、Manager Assistant設定情報がすべて保管されています。マネージャまたはア
シスタントがログインすると、Cisco IP Manager Assistantサービスはそのマネージャとアシスタン
トに関連するすべてのデータをデータベースから取得し、メモリに格納します。このデータベー

スには 2種類のインターフェイスがあります。

•マネージャインターフェイス：マネージャの電話で、[マネージャの設定（Manager
Configuration）]以外のマネージャ機能を使用できます。Cisco IPManager Assistantサービスの
開始時に、Manager Assistantによりマネージャは Cisco IP Manager Assistantサービスに自動で
ログインします。

マネージャは、サイレントや即時転送などの Unified Communications
Manager機能にもアクセスできます。

（注）

•アシスタントインターフェイス：アシスタントは、アシスタントコンソールアプリケーショ
ンと Cisco Unified IP Phoneを使用してManager Assistant機能にアクセスします。Assistant
Consoleアプリケーションは、応答、転送、保留などのコール制御機能を提供します。アシス
タントは Assistant Consoleを使用して、ログインとログアウト、アシスタント設定、および
[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウ（マネージャ設定に使用）の表示を
行います。

詳細については、Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイドの「Manager Assistant」の
章を参照してください。

ソフトキー

Manager Assistantでは次のソフトキーがサポートされています。

•リダイレクト

•ボイスメールへの転送

•サイレント

Manager Assistantでは次のソフトキーテンプレートがサポートされています。

• [標準マネージャ（Standard Manager）]：プロキシモードのマネージャをサポートします。

• [標準共有モードマネージャ（Standard Shared Mode Manager）]：共有モードのマネージャを
サポートします。

• [標準アシスタント（StandardAssistant）]：プロキシモードまたは共有モードのアシスタント
をサポートします。
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• [標準ユーザ（Standard User）]：[標準ユーザ（Standard User）]テンプレートでは、コール処
理（[保留（Hold）]や [ダイヤル（Dial）]など）ソフトキーが使用可能です。

Manager Assistantの共有回線の概要
共有回線モードでManager Assistantを設定すると、マネージャとアシスタントは電話番号を共有
します。ここでは例として、8001とします。アシスタントは共有電話番号でマネージャのコール
を処理します。マネージャが8001でコールを受信した場合、マネージャの電話機およびアシスタ
ントの電話機の両方が鳴ります。

共有回線モードに適用されないManager Assistantの機能には、[デフォルトアシスタント選択
（Default Assistant Selection）]、[アシスタントウォッチ（Assistant Watch）]、[コールフィルタリ
ング（Call Filtering）]、[すべてのコールの転送（Divert All Calls）]などがあります。アシスタン
トは、アシスタントコンソールアプリケーションでこれらの機能を確認したり、アクセスしたり

できません。

Manager Assistantプロキシ回線の概要
プロキシ回線モードでManager Assistantを設定すると、アシスタントはプロキシ番号を使用して
マネージャのコールを処理します。プロキシ番号は、マネージャの電話番号ではありませんが、

システムによって選択された代替番号であり、アシスタントがマネージャのコールを処理するた

めに使用します。プロキシ回線モードでは、マネージャとアシスタントにはManager Assistantで
使用できるすべての機能へのアクセスが与えられます。これには、デフォルトでのアシスタント

選択、アシスタントモニタ、コールフィルタリング、すべての通話の転送が含まれます。

Manager Assistantの前提条件
•ユーザは、Manager Assistantクライアントをリリース 11.5(1)SU9、12.0(1)SU4および 14以降
にアップグレードする前に、32ビットまたは64ビットのWindowsプラットフォームに JRE
をインストールする必要があります。

アップグレードを実行する前に、マシンに現在インストールされている

Cisco Unified Communications Manager Assistantクライアントをアンイン
ストールしてください。これは、リリース 12.0(1)SU4および 14以降に
適用されます。

重要

• Manager Assistantは、次のブラウザとプラットフォームをサポートします。

• Unified CommunicationsManager Assistant AdministrationおよびAssistant ConsoleはWindows
10での Internet Explorer 11（64ビット）、Windows 10以降での Firefox（64ビット）およ
びMacOSでの Safari（10.x）以降でサポートされています。
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Windows 11で IPMAプラグインを実行するには、サポートされている
OSプラットフォーム（Windows 10、Windows 2019、およびWindows
2022）のいずれかに IPMAリリース 15バージョンのプラグインをイン
ストールする必要があります。次に、インストールされているバージョ

ンの IPMAプラグインをWindows 11にコピーしてから、IMPAを起動す
る必要があります。

（注）

• Windows 10または Apple Mac OS Xを実行しているコンピュータで、上記で指定したブ
ラウザのいずれかを開くことができます。

•他言語のManagerAssistant機能を表示するには、ManagerAssistantを設定する前にロケールの
インストーラをインストールします。

• Assistant Consoleアプリケーションは、Windows 10、Windows 2019、およびWindows 2022を
実行するコンピュータでサポートされます。

•電話とユーザー、およびユーザーに関連付けられているデバイスを設定する必要があります。
また、マネージャとアシスタントとの間の共有ラインアピアランスについては、マネージャ

のプライマリ回線とアシスタントのセカンダリ回線で同じ電話番号を設定する必要がありま

す。

•マネージャとアシスタントを一括で追加するには Cisco Unified Communications Manager一括
管理ツールをインストールします。詳細については、『Bulk Administration Guide』を参照し
てください。

Manager Assistantのプロキシ回線のタスクフロー

始める前に

• Manager Assistantの前提条件（3ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード
の実行（5ページ）

Step 1

プロキシ回線のマネージャの設定とアシス

タントの割り当て（12ページ）
Step 2

プロキシ回線のアシスタントラインアピ

アランスの設定（14ページ）
Step 3
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目的コマンドまたはアクション

アシスタントは、アシスタントコンソー

ルアプリケーションと Cisco Unified IP
Assistant Consoleプラグインのインストー
ル（37ページ）

Step 4

Phoneを使用して Unified Communications
Manager Assistant機能にアクセスします。
Assistant Consoleには、応答、転送、保留
などの呼制御機能が備えられています。

『Cisco Unified Communications Manager
Assistant User Guide for Cisco Unified

マネージャアプリケーションとアシスタ

ントコンソールアプリケーションを設定

します。

Step 5

CommunicationsManager』を参照してくだ
さい。

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードの実行
Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードを実行すると、パーティション、コーリングサーチス
ペース、およびルートポイントを自動的に作成できます。また、ウィザードによって、マネー

ジャの電話機、アシスタントの電話機、およびその他すべてのユーザの電話機の一括管理ツール

（BAT）テンプレートも作成されます。BATテンプレートを使用して、マネージャ、アシスタン
ト、およびその他すべてのユーザを設定できます。BATの詳細については、Cisco Unified
Communications Manager一括管理ガイドを参照してください。

始める前に

設定ウィザードが一括管理ツールと同じサーバ（Unified Communications Managerサーバ）で実行
されていることを確認します。

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [アプリケー
ション（Application）] > [Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード（Cisco Unified CM Assistant
Configuration Wizard））]。

Step 2 [次へ（Next）]をクリックして、Cisco Unified CMAssistant設定ウィザードのプロセスを開始しま
す。

Step 3 [マネージャ用のパーティション（Partition for Managers）]ウィンドウで、名前と説明を入力して
[次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのパーティション名および説明を使用する
こともできます。

Step 4 [CTIルートポイント用のパーティション（Partition for CTI Route Point）]ウィンドウで、名前と
説明を入力して [次へ（Next）]をクリックします。また、デフォルトのCTIルートポイント名を
使用することもできます。

Step 5 [すべてのユーザ用のパーティション（Partition for All Users）]ウィンドウで、名前と説明を入力
して [次へ（Next）]をクリックします。また、すべてのユーザのデフォルトのパーティション名
および説明を使用することもできます。
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Step 6 [インターコムパーティション（Intercom Partition）]ウィンドウで、名前と説明を入力して [次へ
（Next）]をクリックします。また、デフォルトのインターコムパーティション名を使用するこ
ともできます。

Step 7 [アシスタントコーリングサーチスペース（Assistant Calling Search Space）]ウィンドウで、名前
と説明を入力します。また、デフォルトのコーリングサーチスペース名および説明を使用するこ

ともできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使用
可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected Partition）]
ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的にリストされ

ます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available Partitions）]ボックス
から適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボックスにパーティション
を移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

Step 8 [次へ（Next）]をクリックします。

Step 9 [全員のコーリングサーチスペース（Everyone Calling Search Space）]ウィンドウで、名前と説明
を入力します。また、全員のコーリングサーチスペースのデフォルトの名前および説明を使用す

ることもできます。

このコーリングサーチスペースの [ルートパーティション（Route Partitions）]の下にある [使用
可能なパーティション（Available Partitions）]と [選択されたパーティション（Selected Partition）]
ボックスに、アシスタントコーリングサーチスペースのパーティションが自動的にリストされ

ます。デフォルト値を使用するか、[使用可能なパーティション（Available Partitions）]ボックス
から適切なパーティションを選択できます。1つのボックスから他のボックスにパーティション
を移動するには、上矢印および下矢印を使用します。

Step 10 [次へ（Next）]をクリックします。
システムで設定されている既存のコーリングサーチスペースがある場合、[既存のコーリングサー
チスペース（Existing Calling Search Spaces）]ウィンドウが表示されます。表示されない場合は、
次の手順に進みます。

Manager Assistantでは、既存のコーリングサーチスペースに対して Generated_Route Pointおよ
びGenerated_Everyoneというプレフィックスを持つパーティションを追加する必要があります。
[使用可能なコーリングサーチスペース（AvailableCalling Search Spaces）]および [選択されたコー
リングサーチスペース（Selected Calling Search Spaces）]ボックスに、これらのパーティションが
自動的にリストされます。1つのボックスから他のボックスにパーティションを移動するには、
上矢印および下矢印を使用します。

管理者がパーティション名を変更した場合、既存のコーリングサーチスペースに追加

されたプレフィックスも変更されることがあります。

（注）

Step 11 [次へ（Next）]をクリックします。

Step 12 [CTIルートポイント（CTI Route Point）]ウィンドウで、[CTIルートポイント名（CTI route point
name）]フィールドに名前を入力します。または、デフォルトの CTIルートポイント名を使用し
ます。

Step 13 ドロップダウンリストから、適切なデバイスプールを選択します。

Step 14 ルートポイント電話番号を入力します。または、デフォルトのルートポイント電話番号を使用し

ます。

Step 15 ドロップダウンリストから、適切な番号計画を選択して、[次へ（Next）]をクリックします。
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Step 16 [電話サービス（Phone Services）]ウィンドウで、プライマリ電話サービス名を入力します。また
は、デフォルトの電話サービス名を使用します。

Step 17 ドロップダウンリストから、プライマリ Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバを
選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力します。

Step 18 セカンダリ電話サービス名を入力します。または、デフォルトの電話サービス名を使用します。

Step 19 ドロップダウンリストから、セカンダリ Cisco Unified Communications Manager Assistantサーバを
選択するか、サーバ名または IPアドレスを入力して、[次へ（Next）]をクリックします。
[確認（Confirmation）]ウィンドウが表示されます。ここには、選択したすべての情報が表示され
ます。情報が正しくなければ、設定プロセスをキャンセルするか、前の設定ウィンドウに戻るこ

とができます。

Step 20 [終了（Finish）]をクリックします。
完了すると、最終的なステータスを示すウィンドウが表示されます。

設定ウィザードで生成されたエラーは、トレースファイルに送信されます。次のCLIコマンドを
使用して、このファイルにアクセスします。file get activelog
tomcat/logs/ccmadmin/log4j

次のタスク

Cisco Unified CM Assistant設定ウィザードで作成されるのは、Cisco IP Manager Assistantサービス
パラメータのみです。残りのサービスパラメータは、手動で入力する必要があります。サービス

パラメータの詳細については、プロキシ回線のManager Assistantサービスパラメータ（7ペー
ジ）を参照してください。

プロキシ回線のManager Assistantサービスパラメータ

[Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。Cisco IP Manager Assistantサービス
がアクティブであるサーバを選択してから、[?]をクリックして詳細な説明を表示します。

説明設定

Cisco IP Manager Assistant（アクティブ）パラメータ

このパラメータは、この Cisco IPMAサーバがコールの処理に使用するプライマリ CTIManager
の IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（プライマリ）
IPアドレス

このパラメータは、プライマリ CTIManagerがダウンしている場合に、この Cisco IPMAサーバ
がコールの処理に使用するバックアップ CTIManagerの IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

CTIManager（バックアッ
プ）IPアドレス
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説明設定

このパラメータは、インテリジェントコールルーティングのためにマネージャのプライマリ回

線へのすべてのコールを代行受信するために、この Cisco IPMAサーバが使用する CTIルート
ポイントのデバイス名を指定します。

シスコは、IPMAサービスを実行しているすべてのサーバで同じ CTIルートポイントデバイス
を使用することをお勧めします。マネージャまたはアシスタントがプロキシモードを使用する

ように設定されると、CTIルートポイントデバイス名を設定する必要があります。

プロキシモードのルート

ポイントデバイス名

このサービスパラメータは、このManager Assistantが CTIManagerへのセキュアな接続を開く
ために使用するアプリケーションユーザ IPMASecureSysUserのApplication CAPF Profileのイン
スタンス IDを指定します。

[CTIManager Connection Security Flag]が有効になっている場合、このパラメータを設定します。

CAPF Profile Instance ID for
Secure Connection to
CTIManager

クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用するパラメータ）

[（Advanced）]をクリックして非表示のパラメータを表示します。重要

このパラメータは、プライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ（プライ
マリ）IPアドレス

このパラメータは、バックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアッ
プサーバは、プライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

デフォルト値はありません。

Cisco IPMAサーバ（バック
アップ）IPアドレス

このパラメータは、IPMAAssistant Consoleソケットが接続を開く際に接続するCisco IPMAサー
バでTCP/IPポートを指定します。ポートの競合が存在する場合、パラメータを変更できます。

デフォルト値：2912

Cisco IPMAサーバポート

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが IPMA Assistant Consoleにキープアライブメッセージ
（通常はハートビートと呼ばれる）を送信する間隔を秒単位で指定します。IPMA Assistant
Consoleは、このパラメータに指定されている時間が過ぎた後で、サーバからのハートビートの
受信に失敗するとフェールオーバーを開始します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Consoleハートビート間隔

このパラメータは、Cisco IPMAサーバからの応答を受信するまで IPMAAssistant Consoleが待機
する時間を秒単位で指定します。

デフォルト値：30秒

Cisco IPMA Assistant
Console要求のタイムアウ
ト
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説明設定

このパラメータは、Cisco IPMA無応答（RNA）転送が有効かどうかを指定します。有効な値は
[True（True）]（Cisco IPMAは無応答のコールを次に利用可能なアシスタントに転送します）ま
たは [False（False）]（Cisco IPMAはコールを転送しません）です。

このパラメータは、[Cisco IPMARNAタイムアウト（Cisco IPMARNA Timeout）]パラメータと
連動します。つまり、コールは [Cisco IPMA RNAタイムアウト（Cisco IPMA RNA Timeout）]
パラメータで指定された時間が過ぎると転送されます。ボイスメールプロファイルを回線に指

定すると、アシスタントに転送できない無応答コールが、このタイマーが時間切れになるとボ

イスメールに送信されます。

デフォルト値：False

Cisco IPMA RNA転送コー
ル

このパラメータは、Cisco IPMA Assistantの電話で英数字のユーザ IDまたは数字のユーザ IDを
使用するかどうかを指定します。

デフォルト値：True

英数字のユーザ ID

このパラメータは、Cisco IPMAサーバが、応答のないコールを次の応答可能なアシスタントに
転送するまで待機する時間を秒単位で指定します。このパラメータは、[Cisco IPMA RNA転送
コール（Cisco IPMA RNA Forward Calls）]パラメータと連動します。つまり、転送が行われる
のは [Cisco IPMARNA転送コール（Cisco IPMARNAForwardCalls）]パラメータが [True（True）]
に設定される場合のみです。

デフォルト値：10秒

Cisco IPMA RNAのタイム
アウト

このパラメータは、Cisco IP Manager Assistantサービスの CTIManager接続が有効かどうかを指
定します。これを有効にすると、Cisco IPMAは、アプリケーションユーザ IPMASecureSysUser
のインスタンス ID（[CTIManagerへのセキュアな接続の CAPFプロファイルインスタンス ID
（CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager）]サービスパラメータで指定さ
れる）に設定される CAPFプロファイルを使用して CTIManagerへのセキュアな接続を開きま
す。

デフォルト値：[非セキュア（Non Secure）]

セキュリティを有効にするには、[CTIManagerへのセキュアな接続の CAPFプロファイルイン
スタンス ID（CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager）]サービスパラメー
タでインスタンス IDを選択する必要があります。

CTIManager Connection
Security Flag

このパラメータは、コールが選択されたプロキシアシスタントに到達できない場合に、意図す

るマネージャに戻すために、CiscoUnified IPManagerAssistantアプリケーションがコールをリダ
イレクトするかどうかを指定します。

デフォルト値：False

アシスタントに到達できな

い場合のマネージャへの

コールのリダイレクト

クラスタ全体の詳細パラメータ

同じ Cisco IPMAサーバの IPアドレスが複数のプールに表示されないように、各プールに一意の IPアドレスを
設定します。

重要

Manager Assistant
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説明設定

このパラメータは、Cisco IP Manager Assistantサービスの複数のインスタンスの実行で拡張性を
実現する必要があるかどうかを指定します。これを有効にすると、Cisco IPMAはプール 2およ
びプール 3で設定されたその他のノードで実行できます。

複数のアクティブモードを有効にするには、Cisco IPMAインスタンスをさらに実行するノード
の IPアドレスを入力する必要があります。これらのノードで Cisco IP Manager Assistantサービ
スパラメータを設定します。

デフォルト値：False

Enable Multiple Active Mode

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 2番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール 2：Cisco IPMAサー
バ（プライマリ）IPアドレ
ス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 2番目のインスタ
ンスのバックアップ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアップサーバは、
プライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール 2：Cisco IPMAサー
バ（バックアップ）IPアド
レス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 3番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール3：Cisco IPMAサー
バ（プライマリ）IPアドレ
ス

複数のアクティブモードを有効にすると、このパラメータは、Cisco IPMAの 3番目のインスタ
ンスのプライマリ Cisco IPMAサーバの IPアドレスを指定します。バックアップサーバは、プ
ライマリ IPMAサーバが失敗すると IPMAサービスを提供します。

このノードで Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータを設定します。

プール3：Cisco IPMAサー
バ（バックアップ）IPアド
レス

クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）

マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、次のパラメータを設定します。重要

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイスに割り当てられるアシスタントソフト

キーテンプレートを指定します。このパラメータで指定した値は、[Cisco IPMA Assistant設定
（Cisco IPMAAssistant Configuration）]ページで [自動設定（Automatic Configuration）]チェック
ボックスがオンのときに使用されます。

アシスタントソフトキー

テンプレート

このパラメータは、自動設定時にマネージャデバイスに割り当てられるマネージャソフトキー

テンプレートを指定します。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャにのみ

適用されます。

プロキシモードのマネー

ジャソフトキーテンプ

レートの管理

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードの IPMAのデバイス設定のデフォルト）

Manager Assistant
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説明設定

このパラメータは、IPMAが自動設定時にマネージャのデバイスで処理するマネージャの回線
に割り当てられるパーティションを定義します。使用するパーティションが [Cisco Unified CM
の管理（Cisco Unified CM Administration）]にすでに追加されていることを確認します。[Cisco
IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、この値が入
力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャにのみ適用されます。

マネージャパーティション

このパラメータは、自動設定時にすべてのプロキシ回線とアシスタントデバイス上のインター

コム回線、およびマネージャデバイス上のインターコム回線で設定されるパーティションを指

定します。使用するパーティションが [CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnifiedCMAdministration）]
にすでに追加されていることを確認します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA
ConfigurationWizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プ
ロキシモードを使用するマネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

すべてのユーザパーティ

ション

このパラメータは、自動設定時に IPMAが処理するマネージャデバイス上のマネージャ回線と
インターコム回線、およびアシスタントデバイス上のアシスタントインターコム回線で設定さ

れるコーリングサーチスペースを指定します。使用するコーリングサーチスペースが [Cisco
Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]にすでに追加されていることを確認しま
す。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実行されている場合、
この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマネージャまたはアシ

スタントにのみ適用されます。

IPMAコーリングサーチス
ペース

このパラメータは、自動設定時にアシスタントデバイス上のプロキシ回線に設定されるマネー

ジャコーリングサーチスペースを定義します。このコーリングサーチスペースは、システム

にすでに存在するコーリングサーチスペースである必要があります。[Cisco IPMA設定ウィザー
ド（Cisco IPMAConfigurationWizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパ
ラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

マネージャのコーリング

サーチスペース

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイスが登録される IPPhone
サービスを定義します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration Wizard）]が実
行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモードを使用するマ

ネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのプライマリ電
話サービス

このパラメータは、自動設定時にマネージャまたはアシスタントデバイスが登録されるセカン

ダリ IP Phoneサービスを定義します。[Cisco IPMA設定ウィザード（Cisco IPMA Configuration
Wizard）]が実行されている場合、この値が入力されます。このパラメータは、プロキシモー
ドを使用するマネージャまたはアシスタントにのみ適用されます。

Cisco IPMAのセカンダリ電
話サービス

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時にプロキシ電話番号の自動生成で開始番号と
して使用される開始電話番号を指定します。自動生成されたプロキシ回線番号がアシスタント

に使用されると、次のアシスタント用に次の数が生成されるという具合に続きます。このパラ

メータは、プロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

開始電話番号（Starting
Directory Number）

Manager Assistant
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説明設定

このパラメータは、IPMAのアシスタント設定時のプロキシ電話番号の自動生成の終了電話番
号を指定します。設定はこの番号で停止します。このパラメータは、プロキシモードを使用す

るアシスタントにのみ適用されます。

終了電話番号（Ending
Directory Number）

クラスタ全体のパラメータ（プロキシモードでのプロキシ電話番号の範囲）

このパラメータは、プロキシDNの生成プロセスにおいて、マネージャの電話番号（DN）から
削除される文字数を指定します。プロキシ DNを生成すると、一部の桁の削除とプレフィック
スの追加が行われる場合があります。桁の削除は左側から行われます。このパラメータは、プ

ロキシモードを使用するアシスタントにのみ適用されます。

[マネージャDNから削除さ
れる文字数（Number of
Characters to be Stripped from
Manager DN）]

このパラメータは、プロキシ DNの生成プロセスにおいて、マネージャの DNに追加されるプ
レフィックスを指定します。プロキシ DNを生成すると、桁の一部削除とプレフィックスの追
加が行われる場合があります。このパラメータは、プロキシモードを使用するアシスタントに

のみ適用されます。

マネージャ DNのプレ
フィックス

プロキシ回線のマネージャの設定とアシスタントの割り当て

新しいユーザの設定とデバイスのユーザへの関連付けについては、『CiscoUnifiedCommunications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。

アシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報が設定されていることを確認

してください。

（注）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified CommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユーザが表示さ
れます。

Step 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

既存のアシスタント設定情報を表示するには、[関連付けられているアシスタント
（Associated Assistants）]リストのアシスタント名をクリックし、[詳細の表示（View
Details）]をクリックします。[Cisco Unified CMアシスタント -アシスタントの設定
（Cisco Unified CM Assistant - Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。マ
ネージャ設定情報に戻るには、[関連付けられているマネージャ（AssociatedManagers）]
リストのマネージャ名をクリックし、[詳細の表示（ViewDetails）]をクリックします。

ヒント
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[Cisco Unified CMアシスタント -マネージャの設定（Cisco Unified CM Assistant - Manager
Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 4 [デバイス名/プロファイル（Device Name/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名また
はデバイスプロファイルを選択し、デバイス名またはデバイスプロファイルをマネージャに関連

付けます。Manager AssistantによるExtensionMobilityの詳細については、「Manager Assistantの連
携動作（39ページ）」を参照してください。

マネージャが在宅勤務する場合は、[モバイルマネージャ（Mobile Manager）]チェッ
クボックスをクリックし、必要に応じて、[デバイス名/プロファイル（Device
Name/Profile）]ドロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択します。デバ
イスプロファイルを選択した後は、マネージャは、Manager Assistantにアクセスする
前に Extension Mobilityを使用して電話にログインする必要があります。

（注）

Step 5 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコム回
線アピアランスを選択します（該当する場合）。

選択したインターコム回線は、Manager Assistantと Unified Communications Managerの
インターコム機能に適用されます。

（注）

Step 6 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、適切なプール番号（1～ 3）
を選択します。

Step 7 [使用可能な回線（Available Lines）]選択ボックスから、Manager Assistantで制御する回線を選択
し、下矢印をクリックしてその回線を [選択済みの回線（Selected Lines）]選択ボックスに表示さ
せます。Manager Assistantで制御する回線を最大 5つ設定します。

[選択済みの回線（Selected Lines）]選択ボックスから回線を削除してManager Assistant
による制御を解除するには、上矢印をクリックします。

ヒント

Step 8 ソフトキーテンプレートを自動設定し、Manager Assistantで制御される選択された回線およびイ
ンターコム回線のManager Assistant電話サービス、コーリングサーチスペース、およびパーティ
ションと、Cisco IPManagerAssistantサービスパラメータに基づくマネージャ電話機のインターコ
ム回線用のスピーカフォンによる自動応答を登録するには、[自動設定（AutomaticConfiguration）]
チェックボックスをオンにします。

インターコムの自動設定は、 Cisco Unified IP Phone 7940および 7960用のManager
Assistantインターコム機能を使用する場合にのみ適用されます。

（注）

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにしている場合、サービスパラ
メータが無効なときは、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であることを確

認します。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプ

ロファイルを設定する場合は、設定を有効にするためにマネージャがデバイスからログアウトし

て、ログインする必要があります。

Manager Assistant
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プロキシ回線のアシスタントラインアピアランスの設定

プロキシ回線は、アシスタントCiscoUnified IPPhoneに表示される電話回線を指定します。Manager
Assistantは、プロキシ回線を使用してマネージャへのコールを管理します。管理者は、アシスタ
ントの電話の回線をプロキシ回線として動作するように手動で設定できます。または、[自動設定
（Automatic Configuration）]チェックボックスを有効にして DNを作成し、アシスタントの電話
に回線を追加することもできます。

1. いずれかのアシスタントのアシスタント情報を設定する前に、マネージャ情報を設定し、マ
ネージャにアシスタントを割り当てる必要があります。

2. アシスタントの電話にプロキシ回線を自動で設定するには、[プロキシ電話番号の範囲（Proxy
Directory Number Range）]セクションと [プロキシ電話番号のプレフィックス（Proxy Directory
Number Prefix）]セクションでサービスパラメータを設定します。

（注）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。

Step 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにすると、システム
は、Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定に基づいて、ソフトキーテ
ンプレートとインターコム回線を自動的に設定します。さらに、システムは、インター

コム回線のスピーカーフォンで自動応答を設定します。

（注）

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 5 [デバイス名（DeviceName）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイス名
を選択します。

Step 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのインターコム
ラインアピアランスを選択します。

Step 7 [プライマリライン（Primary Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリラ
インを選択します。

Step 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの関連
付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスで、次の手順を実行します。

a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連付け
るアシスタント回線を選択します。

Manager Assistant
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b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（Manager Lines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用す
るマネージャ回線を選択します。

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。
更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]を選択すると、アシスタン
トデバイスが自動的にリセットされます。

Manager Assistantの共有回線のタスクフロー

始める前に

• Manager Assistantの前提条件（3ページ）を確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

Manager Assistantによって使用される回
線のパーティションを設定します。

ManagerAssistant共有回線サポートのパー
ティションの設定（16ページ）

Step 1

マネージャおよびアシスタントの回線の

コーリングサーチスペースを設定しま

す。

Manager Assistantの共有回線サポートの
コーリングサーチスペースの設定（18
ページ）

Step 2

マネージャおよびアシスタントに対して

自動設定を使用するには、次のパラメー

タを設定します。

Cisco IP Manager Assistantサービスパラ
メータの設定（19ページ）

Step 3

インターコムの設定Step 4

•インターコムパーティションの設定
（20ページ）

•インターコムコーリングサーチス
ペースの設定

•インターコム電話番号の設定
•インターコムトランスレーションパ
ターンの設定

多数のマネージャおよびアシスタントを

サポートする必要がある場合には、複数

複数のManager Assistantプールの設定
（23ページ）

Step 5

のプールを設定します。マネージャとア

シスタントを最大2500ペアとして管理す
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目的コマンドまたはアクション

るアクティブなCisco IPManager Assistant
サーバを最大で 3台設定できます。

システムが混合モードで実行されている

場合は、次の手順に従います。

Manager Assistantの CTIへのセキュアな
TLS接続の設定

Step 6

• IPMASecureSysUserアプリケーショ
ンユーザの設定（25ページ）

• CAPFプロファイルの設定（25ペー
ジ）

• Cisco WebDialer Webサービスの設定
（27ページ）

Cisco Unified Communications Manager
Assistantマネージャからのコールをイン

CTIルートポイントの設定（28ページ）Step 7

ターセプトし、ルーティングするには、

CTIルートポイントの作成が必要です。

マネージャおよびアシスタントの IPPhone
サービスの設定（29ページ）

Step 8

マネージャ、アシスタント、および全ユー

ザの電話ボタンテンプレートの設定（33
ページ）

Step 9

共有回線モードのマネージャの設定とア

シスタントの割り当て（35ページ）
Step 10

共有回線のアシスタントラインアピアラ

ンスの設定（36ページ）
Step 11

アシスタントは、Assistant Cisco Unified
Communications Manager Assistant Console

Assistant Consoleプラグインのインストー
ル（37ページ）

Step 12

アプリケーションとを使用して機能に

Cisco Unified IP Phoneアクセスします。
Assistant Consoleには、応答、転送、保留
などの呼制御機能が備えられています。

『Cisco Unified Communications Manager
Assistant User Guide for Cisco Unified

マネージャアプリケーションとアシスタ

ントコンソールアプリケーションを設定

します。

Step 13

CommunicationsManager』を参照してくだ
さい。

Manager Assistant共有回線サポートのパーティションの設定
Generated_Everyone、Generated_Managers、および Generated_Route_Pointの 3つのパーティション
を作成する必要があります。
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手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [パーティション
（Partition）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックして新しいパーティションを作成します。

Step 3 [パーティション名、説明（Partition Name, Description）]フィールドに、ルートプランに固有の
パーティション名を入力します。

パーティション名には、英数字とスペースの他にハイフン（-）とアンダースコア（_）を使用で
きます。パーティション名に関するガイドラインについては、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

Step 4 パーティション名の後にカンマ（,）を入力し、パーティションの説明を同じ行に入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を使用できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）、角括弧（[ ]）は使用できません。

説明を入力しなかった場合は、Cisco Unified Communications Managerが、このフィールドに自動
的にパーティション名を入力します。

Step 5 複数のパーティションを作成するには、各パーティションエントリごとに 1行を使います。

Step 6 [スケジュール（Time Schedule）]ドロップダウンリストから、このパーティションに関連付ける
スケジュールを選択します。

スケジュールでは、パーティションが着信コールの受信に利用可能となる時間を指定します。[な
し（None）]を選択した場合は、パーティションが常にアクティブになります。

Step 7 次のオプションボタンのいずれかを選択して、[タイムゾーン（Time Zone）]を設定します。

• [発信側デバイス（OriginatingDevice）]：このオプションボタンを選択すると、発信側デバイ
スのタイムゾーンと [スケジュール（TimeSchedule）]が比較され、パーティションが着信コー
ルの受信に使用できるかどうかが判断されます。

• [特定のタイムゾーン（Specific Time Zone）]：このオプションボタンを選択した後、ドロッ
プダウンリストからタイムゾーンを選択します。選択されたタイムゾーンと [スケジュール
（TimeSchedule）]が比較され、着信コールの受信にパーティションが使用できるかどうかが
判断されます。

Step 8 [保存（Save）]をクリックします。

Manager Assistant共有回線サポートのパーティション名のガイドライン

コーリングサーチスペースのパーティションのリストは最大1024文字に制限されています。つま
り、CSS内のパーティションの最大数は、パーティション名の長さによって異なります。次の表
を使用して、パーティション名が固定長である場合のコーリングサーチスペースに追加できるパー

ティションの最大数を決定します。
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表 1 :パーティション名のガイドライン

パーティションの最大数パーティション名の長さ

3402文字

2563文字

2044文字

1725文字

......

9210文字

6415文字

Manager Assistantの共有回線サポートのコーリングサーチスペースの
設定

コーリングサーチスペースは、通常はデバイスに割り当てられるルートパーティションの番号

付きリストです。コーリングサーチスペースでは、発信側デバイスが電話を終了しようとする際

に検索できるパーティションが決定されます。

2つのコールコーリングサーチスペース（Generated_CSS_I_Eおよび Generated_CSS_M_E）を作
成する必要があります。

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [コールルー
ティング（Call Routing）] > [コントロールのクラス（Class of Control）] > [コーリングサーチス
ペース（Calling Search Space）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [名前（Name）]フィールドに、名前を入力します。

各コーリングサーチスペース名がシステムに固有の名前であることを確認します。この名前に

は、最長 50文字の英数字を指定することができ、スペース、ピリオド（.）、ハイフン（-）、お
よびアンダースコア（_）を任意に組み合わせて含めることが可能です。

Step 4 [説明（Description）]フィールドに、説明を入力します。

説明には、任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）、パーセント記号（%）、
アンパサンド（&）、バックスラッシュ（\）、山カッコ（<>）は使用できません。

Step 5 [使用可能なパーティション（Available Partitions）]ドロップダウンリストから、次の手順のいず
れかを実施します。
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•パーティションが 1つの場合は、そのパーティションを選択します。
•パーティションが複数ある場合は、Ctrlキーを押した状態で適切なパーティションを選択し
ます。

Step 6 ボックス間にある下矢印を選択し、[選択されたパーティション（Selected Partitions）]フィールド
にパーティションを移動させます。

Step 7 （任意） [選択されたパーティション（SelectedPartitions）]ボックスの右側にある矢印キーを使用
して、選択したパーティションの優先順位を変更します。

Step 8 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータの設定
マネージャおよびアシスタントにManager Assistant自動設定を使用するには、Cisco IP Manager
Assistantサービスパラメータを設定します。インストールされている各Cisco IPManager Assistant
サービスのすべての Cisco IP Manager Assistantサービスパラメータと汎用パラメータに対して、
クラスタ全体のパラメータを指定する必要があります。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブ
になっているサーバを選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant（Cisco IP Manager
Assistant）]サービスを選択します。
パラメータがリストされた [サービスパラメータの設定（Service Parameter Configuration）]ウィン
ドウが表示されます。

Step 4 [Cisco IP Manager Assistantパラメータ（Cisco IP Manager Assistant Parameters）]、[クラスタ全体の
パラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters (Parameters that
apply toall servers)）]、および [クラスタ全体のパラメータ（ソフトキーテンプレート）（Clusterwide
Parameters (Softkey Templates)）]を設定します。

詳細については、[?]をクリックしてください。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。
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インターコムの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

インターコムパーティションの設定（20
ページ）

Step 1

インターコムコーリングサーチスペース

の設定（21ページ）
Step 2

インターコム電話番号の設定（21ペー
ジ）

Step 3

インターコムトランスレーションパター

ンの設定（22ページ）
Step 4

インターコムパーティションの設定

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CMAdministration）]から、以下を選択します。コールルー
ティング >インターコム >インターコムルートパーティション。

[インターコムパーティションの検索と一覧表示（Find and List Intercom Partitions）]ウィンドウが
表示されます。

Step 2 [新規追加]をクリックします。

[新規インターコムパーティションの追加（AddNew IntercomPartition）]ウィンドウが表示されま
す。

Step 3 [インターコムパーティション情報（IntercomPartition Information）]セクションの [名前（Name）]
ボックスに、追加するインターコムパーティションの名前と説明を入力します。

複数のパーティションを入力するには、各パーティションエントリごとに 1行を使い
ます。最大 75のパーティションを入力できます。名前と説明には合計 1475文字を使
用できます。パーティション名は、50文字以内です。各行のパーティション名と説明
を区別するには、カンマ（,）を使用します。説明が入力されなかった場合、Unified
Communications Managerはパーティション名を説明として使用します。

（注）

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

Step 5 設定するパーティションを探します。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。
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Step 6 [インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]フィールドエリアのフィー
ルドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参

照してください。

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。

[インターコムパーティションの設定（Intercom Partition Configuration）]ウィンドウが表示されま
す。

Step 8 適切な設定値を入力します。[インターコムパーティションの設定（IntercomPartitionConfiguration）]
パラメータの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。

Step 10 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

インターコムコーリングサーチスペースの設定

手順

Step 1 メニューバーで、[コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [イン
ターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [インターコムコーリングサーチスペース（Intercom Calling Search Space）]フィールド領域の
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

インターコム電話番号の設定

手順

Step 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコム電話番号
（Intercom Directory Number）]を選択します。

[インターコム電話番号の検索と一覧表示（Find and List Intercom Directory Numbers）]ウィンドウ
が表示されます。

Step 2 特定のインターコム電話番号を検索するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし
ます。

検索基準に一致するインターコム電話番号の一覧が表示されます。

Step 3 次のいずれかのタスクを実行します。

a) インターコム電話番号を追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。
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b) インターコム電話番号を更新するには、更新するインターコム電話番号をクリックします。

[インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示され
ます。

Step 4 [インターコム電話番号の設定（Intercom Directory Number Configuration）]フィールド領域の各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

Step 6 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

Step 7 [電話のリセット（Reset Phone）]をクリックします。

Step 8 デバイスを再起動します。

再起動中に、ゲートウェイのコールがドロップされることがあります。

インターコムトランスレーションパターンの設定

手順

Step 1 [コールルーティング（Call Routing）] > [インターコム（Intercom）] > [インターコムトランス
レーションパターン（Intercom Translation Pattern）]を選択します。

[インターコムトランスレーションパターンの検索/一覧表示（Find and List Intercom Translation
Patterns）]ウィンドウが表示されます。

Step 2 次のいずれかのタスクを実行します。

a) 既存のインターコムトランスレーションパターンをコピーするには、設定するパーティショ
ンを探し、コピーするインターコムトランスレーションパターンの横にある [コピー（Copy）]
ボタンをクリックします。

b) 新しいインターコムトランスレーションパターンを追加するには、[新規追加（Add New）]
ボタンをクリックします。

Step 3 [インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
フィールド領域のフィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細について

は、オンラインヘルプを参照してください。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

選択したパーティション、ルートフィルタおよび番号計画の組み合わせを使用するインターコム

トランスレーションパターンが一意であることを確認します。重複入力を示すエラーを受け取っ

たら、ルートパターンまたはハントパイロット、トランスレーションパターン、電話番号、コー

ルパーク番号、コールピックアップ番号、またはミートミー番号の設定ウィンドウを確認しま

す。
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[インターコムトランスレーションパターンの設定（Intercom Translation Pattern Configuration）]
ウィンドウに、新しく設定したインターコムトランスレーションパターンが表示されます。

次のタスク

「Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（15ページ）」を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

複数のManager Assistantプールの設定

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブ
になっているサーバを選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant ]サービスを選択し
ます。

パラメータを一覧表示する [サービスパラメータ設定（Service Parameter Configuration）]ウィンド
ウが開きます。

Step 4 [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
[クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters
（Parameters that apply to all servers））]の高度なパラメータが表示されます。

Step 5 [クラスタ全体のパラメータ（すべてのサーバに適用されるパラメータ）（Clusterwide Parameters
（Parameters that apply to all servers））]で、複数のマネージャアシスタントプールを追加する次
のパラメータを設定します。

a) [複数のアクティブモードの有効化（Enable Multiple Active Mode）]：デフォルト値は [False]
です。このパラメータを [True]に設定すると、管理者は、複数のプールを使用して最大 7000
名のマネージャおよびアシスタントを設定できます。

b) プール 2：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理
者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。管理者は、このアドレスに最大
2500名のマネージャおよびアシスタントを割り当てることができます。

c) プール 2：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。管
理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

d) プール 3：Cisco IPMAサーバ（プライマリ）IPアドレス：デフォルトではありません。管理
者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。このアドレスに最大 2500名のマ
ネージャおよびアシスタントを割り当てることができます。

e) プール 3：Cisco IPMAサーバ（バックアップ）IPアドレス：デフォルトではありません。管
理者は、この IPアドレスを手動で入力する必要があります。

詳細については、[?]をクリックしてください。
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Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

「Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（15ページ）」を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

Manager Assistantの CTIへのセキュアな TLS接続の設定
Manager Assistantは、WDSecureSysUserアプリケーションユーザクレデンシャルを使用して CTI
へのセキュアな TLS接続を確立し、コールを発信します。

セキュアな TLS接続を確立するようにWDSecureSysUserアプリケーションユーザを設定するに
は、次の作業を実行します。

始める前に

• Cisco CTL Clientをインストールし、設定します。

CTLクライアントの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリティ
ガイド』を参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [クラ
スタセキュリティモード（Cluster Security Mode）]を 1に設定します（混合モード）。シス
テムを混合モードで操作することは、システムの他のセキュリティ機能に影響を及ぼします。

システムが現在混合モードで動作していない場合、これらの相互作用を理解していないとき

は、混合モードに切り替えないでください。詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

• [エンタープライズパラメータ設定（Enterprise Parameters Configuration）]ウィンドウの [クラ
スタ SIPOAuthモード（Cluster SIPOAuthMode）]フィールドが [有効（Enabled）]に設定され
ていることを確認します。

•最初のノードでのみ Cisco認証局プロキシ機能（CAPF）サービスをアクティブにします。

手順

目的コマンドまたはアクション

IPMASecureSysUserアプリケーションユー
ザを設定します。

IPMASecureSysUserアプリケーションユー
ザの設定（25ページ）

Step 1

IPMASecureSysUserアプリケーションユー
ザの認証局プロキシ機能（CAPF）プロファ
イルを設定します。

CAPFプロファイルの設定（25ページ）Step 2

Cisco IP Manager Assistantサービスのサー
ビスパラメータを設定します。

Cisco WebDialer Webサービスの設定（27
ページ）

Step 3
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IPMASecureSysUserアプリケーションユーザの設定

IPMASecureSysUserアプリケーションユーザを設定するには、次の手順を実行します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [アプリケーションユーザ（Application User）]を選択します。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。

Step 3 [アプリケーションユーザの検索と一覧表示のアプリケーション（Find and List Application Users
Application）]ウィンドウから、[WDSecureSysUser]を選択します。

Step 4 [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウの各フィールドを
設定し、[保存（Save）]をクリックします。

CAPFプロファイルの設定

認証局プロキシ機能（CAPF）は、セキュリティ証明書を発行して、認証するタスクを実行するコ
ンポーネントです。アプリケーションユーザの CAPFプロファイルを作成すると、プロファイル
は設定の詳細を使用してアプリケーションの安全な接続を開きます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [User
Management] > [Application User CAPF Profile]。

Step 2 次のいずれかの操作を行います。

•新しい CAPFプロファイルを追加するには、[検索（Find）]ウィンドウで [新規追加（Add
New）]をクリックします。

• [コピー（Copy）]列にあるそのレコードの [コピー（Copy）]をクリックして、既存のプロ
ファイルをコピーし、適切なプロファイルを見つけます。

既存のエントリを更新するには、適切なプロファイルを見つけて表示します。

Step 3 関連する CAPFプロファイルフィールドを設定または更新します。フィールドとその設定オプ
ションの詳細については、「関連項目」の項を参照してください。

Step 4 [保存（Save）]をクリックします。

Step 5 セキュリティを使用するアプリケーションユーザおよびエンドユーザごとに、この手順を繰り返

します。
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CAPFプロファイルの設定

説明設定

ドロップダウンリストから、CAPF操作のアプリケーションユーザを選
択します。この設定には、設定されているアプリケーションユーザが表

示されます。

この設定は、[エンドユーザCAPFプロファイル（EndUserCAPFProfile）]
ウィンドウには表示されません。

[アプリケーションユー
ザー（Application
User）]

ドロップダウンリストから、CAPF操作のエンドユーザを選択します。
この設定には、設定済みのエンドユーザが表示されます。

この設定は、[アプリケーションユーザCAPFプロファイル（Application
User CAPF Profile）]ウィンドウには表示されません。

[エンドユーザ ID（End
User ID）]

1～ 128文字の英数字（a～ z、A～ Z、0～ 9）を入力します。インス
タンス IDは、認証操作のユーザを指定します。

1つのアプリケーションに複数の接続（インスタンス）を設定できます。
アプリケーションと CTIManagerとの接続を保護するため、アプリケー
ション PC（エンドユーザの場合）またはサーバ（アプリケーション
ユーザの場合）で実行されるそれぞれのインスタンスに固有の証明書が

あることを確認します。

このフィールドは、Webサービスとアプリケーションをサポートする
[CAPF Profile Instance ID for Secure Connection to CTIManager ]サービス
パラメータに関連します。

インスタンス ID
（Instance ID）

ドロップダウンリストから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [保留中の操作なし（No Pending Operation）]：証明書の操作が行わ
れない場合に表示されます。（デフォルト設定）

• [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]：このオプション
を選択すると、アプリケーションに新しい証明書がインストールさ

れるか、既存のローカルで有効な証明書がアップグレードされま

す。

[証明書の操作
（Certificate
Operation）]

証明書の操作が [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]の場
合、認証モードとして [認証ストリング（ByAuthenticationString）]が指
定されます。つまり、ユーザ/管理者によって [JTAPI/TSP設定（JTAPI/TSP
Preferences）]ウィンドウにCAPF認証文字列が入力された場合にのみ、
ローカルで有効な証明書のインストール/アップグレードまたはトラブル
シューティングが CAPFによって実行されます。

認証モード

（AuthenticationMode）
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説明設定

独自の認証文字列を作成するには、一意の文字列を入力します。

各文字列は 4～ 10桁である必要があります。

ローカルで有効な証明書のインストールまたはアップグレードを実行す

る場合、アプリケーション PCの JTAPI/TSP設定GUIに管理者が認証文
字列を入力することが必要です。この文字列は、1回の使用のみをサポー
トしており、文字列をインスタンスで使用した後は、再び使用できませ

ん。

認証文字列

（Authentication String）

認証文字列を自動的に生成するには、このボタンをクリックします。4
～ 10桁の認証文字列が [認証文字列（AuthenticationString）]フィールド
に表示されます。

[文字列の生成
（Generate String）]

ドロップダウンリストから、証明書のキーサイズを選択します。デフォ

ルト設定は 1024です。キーサイズのその他のオプションは 512です。

キーの生成の優先順位を低く設定すると、操作の実行中にもアプリケー

ションが機能します。キーの生成には最大 30分かかります。

キーサイズ（ビット）

（Key Size (Bits)）

このフィールドは操作を完了する必要がある期限の日時を指定します。

このフィールドはすべての証明書操作に対応しています。

表示される値は、最初のノードに適用されます。

この設定は、証明書の操作を完了する必要がある期間のデフォルトの日

数を指定する [CAPF操作有効期間（日数）（CAPF Operation Expires in
(days)）]エンタープライズパラメータと併用します。このパラメータ
はいつでも更新できます。

[操作完了期限
（Operation Completes
by）]

このフィールドには、保留中、失敗、成功といった証明書の操作の進行

状況が表示されます。

このフィールドに表示される情報は変更できません。

[証明書の操作ステータ
ス（CertificateOperation
Status）]

Cisco WebDialer Webサービスの設定

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システム
（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

Step 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストから、CiscoWebDialerWebサービスがアクティブになっ
ているサーバを選択します。

Step 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco IP Manager Assistant][Cisco WebDialer
Web]サービスを選択します。
パラメータのリストが表示されます。
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Step 4 [CTIManager Connection Security Flag]パラメータおよび [CAPF Profile Instance ID for Secure Connection
to CTIManager]パラメータを選択して更新します。

パラメータの説明を表示するには、パラメータ名のリンクをクリックします。

CTIManagerは IPv4および IPv6のアドレスをサポートします。（注）

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

Step 6 サービスがアクティブになっているサーバごとに、この手順を繰り返します。

次のタスク

「Manager Assistantの共有回線のタスクフロー（15ページ）」を参照して、次のタスクを決定、
完了します。

CTIルートポイントの設定

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [CTIルートポイント（CTI Route Point）]。

Step 2 [新規追加]をクリックします。
[CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 3 [デバイス名（Device Name）]フィールドに、デバイス名を入力します。

Step 4 [デバイスプール（Device Pool）]ドロップダウンリストから、[デフォルト（Default）]を選択し
ます。

Step 5 [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから
[Generated_CSS_M_E]を選択します。

Step 6 [デバイスプールの発呼側トランスフォーメーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]チェックボックスをオンにします。

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。
[追加に成功しました（Add successful）]ステータスメッセージが表示されます。

Step 8 [関連付け（Association）]エリアで、[回線 [1] -新規 DNを追加（Line [1] - Add a new DN）]をク
リックします。

[電話番号の設定（Directory Number Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 9 [電話番号（Directory Number）]フィールドに電話番号を入力します。

Step 10 [ルートパーティション（Route Partition）]ドロップダウンリストから [Generated_Route_Point]を
選択します。

Step 11 [保存（Save）]をクリックします。
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マネージャおよびアシスタントの IP Phoneサービスの設定

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話サービス（Phone Services）]。

Step 2 [新規追加]をクリックします。
[IP Phoneサービスの設定（IP Phone Services Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 3 マネージャおよびアシスタントのサポートされている電話ごとに、必須フィールドに値を入力し、

[保存（Save）]をクリックします。フィールドとその設定オプションの詳細については、Cisco IP
Phoneサービス設定フィールド（29ページ）を参照してください。
「更新に成功しました（Update successful）」というメッセージが表示されます。

Cisco IP Phoneサービス設定フィールド

説明フィールド

サービス情報（Service Information）

サービスの名前を入力します。サービスがエンタープライズサブス

クリプションとしてマークされていない場合、サービスに登録できる

領域（Cisco Unified Communicationsセルフケアポータルなど）にそ
のサービス名が表示されます。

サービス名として入力できる文字数は最大で 128文字です。

JavaMIDletサービスの場合、サービス名は、JavaApplicationDescriptor
（JAD）ファイルで定義されている名前と正確に一致している必要が
あります。

Unified Communications Manager 2つ以上の IPフォンサー
ビスを同じ名前で作成できます。電話ユーザのほとんど

または全員に十分な知識がある場合、および管理者が常

に IP Phoneサービスを設定する場合を除き、このように
作成しないことが推奨されます。AXLなどのサードパー
ティツールが設定のために IP Phoneサービスのリストに
アクセスする場合は、IPPhoneサービスに一意の名前を使
用する必要があることに注意してください。

（注）

サービス URLがカスタマイズされた外部 URLをポイン
トしている場合、電話のデバイスロケールに基づいてサー

ビス名をローカライズすることはできません。サービス

名は英語のアルファベット文字でのみ表示されます。

（注）

サービス名（Service
Name）
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説明フィールド

電話機がUnicodeを表示できない場合に表示するサービスの名前を入
力します。

ASCIIサービス名

そのサービスで提供されるコンテンツの説明を入力します。説明には

任意の言語で最大50文字を指定できますが、二重引用符（"）と一重
引用符（'）は使用できません。

サービス内容

IP Phoneサービスアプリケーションが保存されているサーバの URL
を入力します。このサーバは、UnifiedCommunicationsManagerクラス
タに含まれるサーバから独立している必要があります。Unified
CommunicationsManagerサーバまたはUnified CommunicationsManager
に関連付けられているサーバ（TFTPサーバ、ディレクトリデータ
ベースパブリッシャサーバなど）は指定しないでください。

サービスを使用するには、UnifiedCommunicationsManagerクラスタの
電話機がサーバとネットワーク接続されている必要があります。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、JADファイルをダウンロー
ド可能な場所を入力します。たとえば、Java MIDletの通信先である
Webサーバやバックエンドアプリケーションサーバです。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、サービス URLはデフォ
ルトでは「Application:Cisco/<サービス名>」と表示されます。
たとえば、Application:Cisco/CorporateDirectoryです。シ
スコが提供するデフォルトサービスのサービス URLを変更する場合
は、[サービスプロビジョニング（Service Provisioning）]に [両方
（Both）]を設定していることを確認してください。この設定は、[電
話（Phone）]、[エンタープライズパラメータ（EnterpriseParameter）]、
および [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile
Configuration）]ウィンドウに表示されます。たとえば、カスタムの社
内ディレクトリを使用する場合は

Application:Cisco/CorporateDirectoryをカスタムディレク
トリの外部サービスURLに変更するので、[サービスのプロビジョニ
ング（Services Provisioning）]の値は [両方（Both）]に設定します。

サービス URL（Service
URL）
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説明フィールド

Cisco Unified IP Phoneサービスアプリケーションが保存されている
サーバのセキュア URLを入力します。このサーバは、Unified
CommunicationsManagerクラスタに含まれるサーバから独立している
必要があります。Do not specify a Unified CommunicationsManager server
or any server that is associated with Unified CommunicationsManager（such
as a TFTP server or publisher database server）.

サービスを使用するには、UnifiedCommunicationsManagerクラスタの
電話機がサーバとネットワーク接続されている必要があります。

セキュアサービスURLを指定しない場合、デバイスは非
セキュアな URLを使用します。セキュアな URLと非セ
キュアなURLの両方を指定した場合、デバイスはその機
能に基づいて適切な URLを選択します。

（注）

セキュアサービス URL
（Secure-Service URL）

サービスアプリケーションのタイプ（XMLまたは JavaMIDlet）を選
択します。

Java MIDletを選択した場合は、更新された設定ファイルを電話機が
受信すると、電話機はシスコの署名付きMIDletアプリケーション
（JADおよび JAR）を指定のサービス URLから取得してそのアプリ
ケーションをインストールします。

サービスカテゴリ

（Service Category）

サービスが電話の [サービス（Services）]、[ディレクトリ
（Directories）]、または [メッセージ（Messages）]ボタンまたはオプ
ションのいずれにプロビジョニングされるか（電話にこれらのボタン

またはオプションがある場合）を選択します。ご使用の電話でこれら

のボタンまたはオプションがサポートされているかどうかを判断する

には、ご使用の電話のモデルに対応する『Cisco Unified IP Phone
Administration Guide』を参照してください。

サービスタイプ（Service
Type）

サービスのベンダーまたは製造元を指定できます。XMLアプリケー
ションの場合は省略可能ですが、シスコの署名付き Java MIDletの場
合は入力必須です。

シスコの署名付き Java MIDletの場合は、このフィールドに入力され
た値とMIDlet JADファイル内で定義されているベンダーとが正確に
一致している必要があります。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブラ

ンクとして表示されます。

最大 64文字を入力できます。

サービスベンダー

（Service Vendor）
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説明フィールド

アプリケーションのバージョン番号を入力します。

XMLアプリケーションの場合は、このフィールドは省略可能であり、
参考としてのみ使用されます。シスコの署名付き Java MIDletの場合
は、次の点に注意してください。

•バージョンを入力する場合は、入力したサービスバージョンと
JADファイル内で定義されているバージョンとが正確に一致する
必要があります。ここで入力したバージョンと電話機にインス

トールされているバージョンが異なる場合は、電話機はMIDlet
のアップグレードまたはダウングレードを試行します。

•このフィールドがブランクの場合は、バージョンは [サービス
URL（Service URL）]から取得されます。このフィールドをブラ
ンクのままにしておくと、電話はUnifiedCommunicationsManager
に再登録するたびに、また、シスコの署名付き Java MIDletが起
動するたびに、JADファイルのダウンロードを試みます。した
がって、管理者が [サービスバージョン（ServiceVersion）]フィー
ルドを手動で更新しなくても、電話は常に最新バージョンのシス

コ署名付き Java MIDletを実行します。

シスコ提供のデフォルトサービスの場合は、このフィールドはブラ

ンクとして表示されます。

このフィールドには、数字とピリオドを入力できます（最大16ASCII
文字）。

サービスバージョン

このチェックボックスにより、[CiscoUnifiedCMの管理（CiscoUnified
CMAdministration）] CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministration
から設定を削除せずに（およびデータベースからサービスを削除せず

に）、サービスを有効化または無効化できます。

このチェックボックスをオフにすると、サービスは電話機設定ファイ

ルおよび電話機から削除されます。

有効（Enable）

サービスパラメータ情報
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説明フィールド

この IP Phoneサービスに適用されるサービスパラメータがリストさ
れます。このペインのサービスパラメータを設定するには、次のボ

タンを使用します。

• [新規パラメータ（NewParameter）]：このボタンをクリックする
と、[CiscoUnified IP Phoneサービスパラメータの設定（Configure
Cisco Unified IP Phone Service Parameter）]ウィンドウが表示され
ます。このウィンドウでは、IPPhoneサービスの新規サービスパ
ラメータを設定します。

• [パラメータの編集（EditParameter）]：[パラメータ（Parameters）]
ペインに表示されるサービスパラメータを強調表示してこのボ

タンをクリックすると、[CiscoUnified IP Phoneサービスパラメー
タの設定（Configure Cisco Unified IP Phone Service Parameter）]
ウィンドウが表示されます。このウィンドウでは、この IP Phone
サービスの選択されたサービスパラメータを編集できます。

• [パラメータの削除（Delete Parameter）]：[パラメータ
（Parameters）]ペインに表示されるサービスパラメータを強調
表示してこのボタンをクリックすると、この IPPhoneサービスか
らサービスパラメータが削除されます。削除の確認を求めるポッ

プアップウィンドウが表示されます。

仕様（Parameters）

マネージャ、アシスタント、および全ユーザの電話ボタンテンプレー

トの設定

この項の手順は、マネージャとアシスタント向けに電話機のボタンを設定する方法について説明

します。

手順

目的コマンドまたはアクション

この手順を実施することで、マネージャと

アシスタントボタン機能を回線または短

ManagerAssistantの電話ボタンテンプレー
トの設定（34ページ）

Step 1

縮ダイヤルキーに割り当てることができ

ます。

電話機でマネージャおよびアシスタント

ボタンを設定するには、次の手順を実行し

ます。

電話機とManager Assistantボタンテンプ
レートの関連付け（34ページ）

Step 2
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Manager Assistantの電話ボタンテンプレートの設定

Manager Assistant機能の電話ボタンテンプレートを設定するには、この手順を実行します。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [電話ボタンテンプレート（Phone Button
Template）]。

Step 2 [検索 (Find )]をクリックして、サポートされる電話テンプレートのリストを表示します。

Step 3 新しい電話ボタンテンプレートを作成する場合は、この手順を実行します。それ以外の場合は、

次のステップに進みます。

a) 電話機モデルのデフォルトのテンプレートを選択し、[コピー（Copy）]をクリックします。
b) [電話ボタンテンプレート情報（Phone Button Templates Information）]フィールドに、テンプ
レートの新しい名前を入力します。

c) [保存（Save）]をクリックします。

Step 4 既存のテンプレートに電話ボタンを追加するには、次の手順を実行します。

a) [検索（Find）]をクリックして、検索条件を入力します。
b) 既存のテンプレートを選択します。

Step 5 [回線（Line）]ドロップダウンリストから、テンプレートに追加する機能を選択します。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

Step 7 次のいずれかの操作を実行します。

•すでにデバイスに関連付けられているテンプレートを変更した場合は、[設定の適用（Apply
Config）]をクリックしてデバイスを再起動します。

•新しいソフトキーテンプレートを作成した場合は、そのテンプレートをデバイスに関連付け
た後にデバイスを再起動します。

電話機とManager Assistantボタンテンプレートの関連付け

始める前に

Manager Assistantの電話ボタンテンプレートの設定（34ページ）

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイス
（Device）] > [電話（Phone）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックして、設定済みの電話のリストを表示します。

Step 3 電話ボタンテンプレートを追加する電話を選択します。
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Step 4 [電話ボタンテンプレート（Phone Button Template）]ドロップダウンリストで、新しい機能ボタ
ンが含まれる電話ボタンテンプレートを選択します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。
電話の設定を更新するには [リセット（Reset）]を押すというメッセージ付きのダイアログボック
スが表示されます。

共有回線モードのマネージャの設定とアシスタントの割り当て

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified CommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユーザが表示さ
れます。

Step 3 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [マネージャの設定（Manager
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

Step 4 Cisco IPManagerAssistantサービスパラメータに基づいて、マネージャの電話のインターコム回線
のスピーカーフォンでソフトキーテンプレートと [自動応答（Auto Answer）]を自動設定するに
は、[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにします。

インターコムの [自動設定（Automatic Configuration）]は、Unified Communications
Manager Assistantインターコム機能が Cisco Unified IP Phone 7940および 7960で使用さ
れるときにのみ適用されます。

（注）

Step 5 [共有回線を使用（Uses Shared Lines）]チェックボックスをオンにします。

Step 6 マネージャとデバイス名またはデバイスプロファイルを関連付けるには、[デバイス名/プロファ
イル（DeviceName/Profile）]ドロップダウンリストから、デバイス名またはデバイスプロファイ
ルを選択します。

マネージャが在宅勤務の場合は、[ExtensionMobilityを使用（MobileManager）]チェッ
クボックスをオンにし、必要に応じて [デバイス名/プロファイル（DeviceName/Profile）]
ドロップダウンリストからデバイスプロファイルを選択します。デバイスプロファ

イルを選択した場合、マネージャは、Manager Assistantにアクセスする前に Cisco
Extension Mobilityを使用して電話にログインする必要があります。

（注）

Extension MobilityおよびManager Assistantの詳細については、関連項目を参照してください。

Step 7 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、マネージャのインターコム回
線アピアランスを選択します（該当する場合）。

選択したインターコム回線は、Manager Assistantと Unified Communications Managerのインターコ
ム機能に適用されます。
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Step 8 [アシスタントプール（Assistant Pool）]ドロップダウンリストから、適切なプール番号（1～ 3）
を選択します。

Step 9 アシスタントをマネージャに割り当てるには、[利用可能なアシスタント（Available Assistants）]
選択ボックスからアシスタントの名前を選択し、下向き矢印をクリックして [関連付けられたアシ
スタント（Associated Assistants）]選択ボックスに移動させます。

アシスタント名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]リンクをクリックするこ
とにより、[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに移動できます。

Step 10 Manager Assistantによって制御される回線を設定するには、[使用可能な回線（Available Lines）]
リストボックスから該当する回線を選択し、下向き矢印をクリックして [選択した回線（Selected
Lines）]リストボックスに移動させます。
制御される回線が、常に共有回線 DNであることを確認します。

Step 11 [保存（Save）]をクリックします。
[自動設定（Automatic Configuration）]チェックボックスをオンにした場合、サービスパラメータ
が無効になると、メッセージが表示されます。サービスパラメータが有効であることを確認して

ください。自動設定が正常に完了すると、マネージャデバイスがリセットされます。デバイスプ

ロファイルを設定した場合、マネージャは、ログアウトしてからデバイスにログインして、変更

を有効にする必要があります。

共有回線のアシスタントラインアピアランスの設定

管理者は、共有ラインアピアランスを使用して 1つまたは複数の回線を設定できます。Unified
Communications Managerシステムでは、電話番号が同じパーティション内の複数のデバイスに表
示される場合、その電話番号は共有電話とみなされます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。
検索結果には、Unified CommunicationsManagerで設定されているすべてのエンドユーザが表示さ
れます。

Step 3 選択したアシスタントのユーザ情報を表示するには、ユーザ名をクリックします。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 4 [関連リンク（Related Links）]ドロップダウンリストから [アシスタントの設定（Assistant
Configuration）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。
[アシスタントの設定（AssistantConfiguration）]ウィンドウが表示されます。[自動設定（Automatic
Configuration）]チェックボックスをオンにすると、システムは、Cisco IPManager Assistantサービ
スパラメータの設定に基づいて、ソフトキーテンプレートとインターコム回線を自動的に設定し

ます。さらに、システムは、インターコム回線のスピーカーフォンで [自動応答（Auto Answer）]
を設定します。
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Step 5 [デバイス名（DeviceName）]ドロップダウンリストから、アシスタントに関連付けるデバイス名
を選択します。

Step 6 [インターコム回線（Intercom Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのインターコム
ラインアピアランスを選択します。

Step 7 [プライマリライン（Primary Line）]ドロップダウンリストから、アシスタントのプライマリラ
インを選択します。

a) 既存のマネージャの設定情報を表示するには、[関連付けられたマネージャ（Associated
Managers）]リストでマネージャ名を強調表示してから、[詳細情報の表示（View Details）]を
クリックします。

[マネージャの設定（Manager Configuration）]ウィンドウが表示されます。
b) [アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウに戻るには、アシスタント名を強
調表示してから、[マネージャの設定（ManagerConfiguration）]ウィンドウで [詳細情報の表示
（View Details）]リンクをクリックします。

[関連付けられたマネージャ（AssociatedManager）]選択リストボックスに、以前に設定されたマ
ネージャの名前が表示されます。

Step 8 マネージャ回線をアシスタント回線に関連付けるには、[アシスタント回線へのマネージャの関連
付け（Manager Association to Assistant Line）]選択ボックスで、次の手順を実行します。

a) [使用可能な回線（Available Lines）]ドロップダウンリストから、マネージャ回線に関連付け
るアシスタント回線を選択します。

b) [マネージャ名（Manager Names）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用する
事前設定されたマネージャ名を選択します。

c) [マネージャ回線（Manager Lines）]ドロップダウンリストから、このプロキシ回線を適用す
るマネージャ回線を選択します。

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。
更新はすぐに有効になります。[自動設定（Automatic Configuration）]を選択すると、アシスタン
トデバイスが自動的にリセットされます。

Assistant Consoleプラグインのインストール

手順

Step 1 [CiscoUnified CM管理（CiscoUnified CMAdministration）]から、以下を選択します。 [アプリケー
ション（Application）] > [プラグイン（Plugins）]。

[プラグインの検索と一覧表示（Find and List Plugins）]ウィンドウが表示されます。

Step 2 [検索（Find）]をクリックします。
インストール可能なアプリケーションプラグインの一覧が表示されます。

Step 3 Cisco Unified CM Assistant Consoleの [ダウンロード（Download）]リンクをクリックして、実行可
能ファイルを特定の場所に保存します。

Step 4 実行可能ファイルを実行します。
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Windows Vista PCにアプリケーションをインストールすると、セキュリティウィンド
ウが表示されることがあります。インストールの続行を許可します。

（注）

[Cisco Unified CallManager Assistant Console]インストールウィザードが表示されます。

Step 5 [概要（Introduction）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

Step 6 [ライセンス契約書（License Agreement）]ウィンドウで、[次へ（Next）]をクリックします。

Step 7 アプリケーションをインストールする場所を選択し、[次へ（Next）]をクリックします。

デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\ Unified CallManager Assistant
Consoleにアプリケーションがインストールされます。

（注）

Step 8 [インストール前の概要（Pre-installation Summary）]ウィンドウで概要を確認し、[インストール
（Install）]をクリックします。
インストールが開始されます。

Step 9 インストールが完了したら、[終了（Finish）]をクリックします。

Step 10 コンソールにログインするために必要なユーザ名とパスワードをアシスタントに提供します。

Step 11 Assistant Consoleを起動するには、デスクトップのアイコンをクリックするか、[プログラム開始
（Start...Programs）]メニューから [Cisco Unified Communications Manager Assistant] > [Assistant
Console]を選択します。

Step 12 [Cisco Unified Communications Manager Assistantの設定（Cisco Unified Communications Manager
Assistant Settings）]ウィンドウの [詳細（Advanced）]タブで、Assistant Consoleのトレースを有効
化できます。

Step 13 Cisco IPManager AssistantサービスがアクティブになっているUnified CommunicationsManagerサー
バのポート番号と IPアドレスまたはホスト名をアシスタントに提供します。アシスタントが初め
てコンソールにログインしたときには、アシスタントは、[Cisco Unified Communications Manager
Assistant Serverのポート（Cisco Unified Communications Manager Assistant Server Port）]と [Cisco
Unified Communications Manager Assistant Serverのホスト名または IPアドレス（Cisco Unified
Communications Manager Assistant Server Hostname or IP Address）]の各フィールドに情報を入力す
る必要があります。
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Manager Assistantの連携動作
連携動作機能

一括管理ツールを使用して、ユーザを個々に追加するのではなく

多数のユーザ（マネージャおよびアシスタント）を一度に追加で

きます。

一括管理ツールのテンプレートは、Cisco Unified IP電話向けに
[Cisco Unified CM Assistant設定ウィザード（Cisco Unified CM
Assistant Configuration Wizard）]で作成され、Unified
Communications Managerインターコム回線のみをサポートしま
す。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager一括管
理ガイド』を参照してください。

一括管理ツール

発信側の正規化機能を設定している場合、Manager Assistantは
ローカライズおよびグローバル化されたコールを自動的にサポー

トします。Manager Assistantはローカライズされた発信者番号を
ユーザインターフェイスに表示できます。また、マネージャ宛

の着信通話の場合、フィルタパターンの一致が発生すると、

Manager Assistantはローカライズおよびグローバル化された発信
者番号を表示できます。

発信側の正規化

Manager Assistantと Cisco Extension Mobility機能を同時に使用で
きます。Extension Mobilityを使用して Cisco Unified IP Phoneにロ
グインすると、その電話の Cisco IP Manager Assistantサービスは
自動的に有効になります。その後、Manager Assistant機能にアク
セスできます。

Cisco Extension Mobilityの詳細については、「Extension Mobility
の概要」を参照してください。

Extension Mobility

ManagerAssistantは IPv6をサポートしないため、ManagerAssistant
では電話の [IPアドレッシングモード（IP Addressing Mode）]が
[IPv6のみ（IPv6 Only）]の電話を使用することはできません。
電話でManager Assistantを使用するには、電話で [IPアドレッシ
ングモード（IP Addressing Mode）]を [IPv4のみ（IPv4 Only）]
または [IPv4と IPv6（IPv4 and IPv6）]に設定していることを確
認してください。

Internet Protocol Version 6
（IPv6）
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連携動作機能

Manager Assistantによって CDR Analysis and Reporting（CAR）
ツールに統計情報が提供され、変更ログに設定の変更の概要が示

されます。

管理者は、Unified CMの AssistantChangeLog*.txtでマネージャま
たはアシスタント設定に行った変更の概要を表示できます。マ

ネージャは、URLからマネージャの設定へアクセスすることで、
デフォルトを変更できます。アシスタントは、Assistant Console
からマネージャのデフォルトを変更できます。URLおよびマネー
ジャの設定の詳細については、『Cisco Unified Communications

Manager Assistant User Guide』を参照してください。

マネージャまたはアシスタントが変更を加えると、その変更は

ipma_changeLogxxx.logと呼ばれるログファイルに送信されま
す。ログファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実行
するサーバに存在します。次のコマンドを使用してログファイル

を取得します。 file get activelog tomcat/logs/ipma/log4j/

ログファイルのダウンロードの詳細については、『Cisco Unified

Real -Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照してくだ
さい。

レポートツール

Manager Assistantは、マネージャとアシスタントの通話終了の統
計とインベントリレポートをサポートします。CARツールは通
話終了の統計をサポートします。Cisco Unified Serviceabilityはイ
ンベントリレポートをサポートします。

詳細については、次のガイドを参照してください。

•『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』

• Cisco Unified CommunicationsManagerのコールレポートおよ
び課金情報管理ガイド

CDR Analysis and Reporting
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連携動作機能

次の点において、共有回線サポートを持つManagerAssistantおよ
びMLPPの間の連携動作について説明します。

•システムは、Manager Assistantによるコールの処理において
コールの優先順位を保持します。たとえば、アシスタントが

コールを転送すると、システムはコールの優先順位を保持し

ます。

•優先順位の高いコールのフィルタリングは、他のすべての
コールと同様に発生します。コールの優先順位は、コールが

フィルタ処理されるかどうかには影響しません。

• Manager Assistantにはコールの優先順位に関する情報がない
ため、Assistant Consoleでコールの優先順位が改めて示され
ることはありません。

Multilevel Precedence and
Preemption（MLPP）

Manager Assistantは、次の 2つのタイプのインターコムをサポー
トします。

• Manager Assistantインターコム（Cisco Unified IP Phone 7940
および7960で使用）。DN設定およびエンドユーザ（マネー
ジャとアシスタント）の設定ウィンドウを使用して、このイ

ンターコム機能を設定できます。

• Unified Communications Managerインターコム（Cisco Unified
IP電話 7940および 7960で使用）。インターコムパーティ
ション、インターコムコーリングサーチスペース、イン

ターコム電話番号、インターコムトランスレーションパター

ン、DN、およびエンドユーザ（マネージャとアシスタン
ト）の設定ウィンドウを使用して、このインターコム機能を

設定できます。

インターコム

メッセージ受信インジケータ機能は、プロキシ回線サポートのみ

と連携して動作します。

メッセージ受信インジケータ（MWI）のオンまたはオフ番号に
は、コーリングサーチスペースのマネージャ回線のパーティショ

ンが必要です。パーティションは、それぞれのコーリングサー

チスペース内で任意の優先順位に設定できます。

メッセージ受信インジケータ
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連携動作機能

Time-of-Day機能は、プロキシ回線サポートのみと連携して動作
します。

Time-of-Dayルーティングは、コールが作成された時間に応じて、
コールをそれぞれの場所にルーティングします。たとえば、営業

時間中は、コールはマネージャのオフィスにルーティングされ、

それ以降の時間は、コールはボイスメールサービスに直接送信

されます。

時間帯ルーティングの詳細については、『Cisco Unified
CommunicationsManagerシステム設定ガイド』を参照してくださ
い。

Time-of-Dayルーティング

Manager Assistantの制限事項
制限事項機能

Microsoft Internet Explorer 7（以降）を持つコンピュータにアシスタ
ントコンソールアプリケーションをインストールするには、Assistant
Consoleをインストールする前に、Microsoft Java仮想マシン（JVM）
をインストールします。

アシスタントコンソールア

プリケーション

Assistant Consoleでは、ハントグループまたはキュー、録音とモニ
タリング、ワンタッチコールピックアップ、およびオンフック転

送（転送を完了するために [転送（Transfer）]ソフトキーを押して
オンフックにすることでコールを転送する機能）はサポートされま

せん。

コール管理機能
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制限事項機能

Manager AssistantはCisco Unified IP Phones 7940と 7960を除くCisco
Unified IP Phones 7900シリーズの SIPをサポートします。

Manager Assistantは、複数のCisco IPManager Assistantサーバ（プー
ル）を設定して、最大 3500名のマネージャと 3500名のアシスタン
トをサポートします。複数のプールを有効にする場合、マネージャ

およびそのマネージャに設定されたアシスタントが同じプールに属

している必要があります。

Cisco Unified IP電話 7960と 7940はUnified Communications Manager
Assistantインターコム回線機能のみをサポートします。CiscoUnified
IP電話 7900（7940と 7960を除く）は Unified Communications
Managerインターコム機能のみをサポートします。

1名のマネージャには最大 10名のアシスタントを指定でき、1名の
アシスタントは最大 33名のマネージャをサポートできます（各マ
ネージャに 1つの Unified Communications Manager制御回線がある
場合）。

1名のマネージャを一度に支援できるのは 1名のアシスタントのみ
です。

Manager Assistantは、Unified Communications Managerクラスタあた
り最大 3500人のマネージャと 3500人のアシスタントをサポートし
ます。

Cisco IP Phone

アップグレード後に、着信インターコム回線を使用するManager
Assistantユーザは、Unified CommunicationsManagerインターコム機
能に自動的にアップグレードされません。

システムは Unified Communications Managerインターコム機能と通
常回線の間のコールをサポートしていません（Manager Assistantイ
ンターコム回線として設定される可能性があります）。

インターコム（Intercom）

ManagerAssistantは、シングルサインオン環境ではサポートされま
せん。

シングルサインオン

Cisco Unified IP Phone 7940、7942、および 7945は、2つの回線また
は短縮ダイヤルボタンのみサポートします。

スピードダイヤル

Cisco Unified Communications Manager Assistantのトラブ
ルシューティング

ここでは、Manager Assistantとクライアントデスクトップのトラブルシューティングツール、お
よびManager Assistantのトラブルシューティングについて説明します。
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参照先ツールの説明

トレースファイルは、Cisco IP Manager Assistantサービスを実行
するサーバに存在します。

これらのファイルは次のいずれかの方法でサーバからダウンロー

ドできます。

• CLIコマンド file get activelog tomcat/logs/ipma/log4jを使用
する。

• Cisco Unified Real-TimeMonitoring Tool（RTMT）のトレース
収集機能を使用する。詳細については、『Cisco Unified
Real-Time Monitoring Tool Administration Guide』を参照して
ください。

デバッグトレースをイネーブルにするには、[Cisco Unifiedサー
ビスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）] > [トレース
（Trace）] > [設定（Configuration）]を選択します。

Cisco Unified CM Assistantサー
バのトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\logs\ACLog*.txt（Unified CMAssistantのAssistant
Consoleと同じ場所）。

デバッグトレースを有効にするには、Assistant Consoleの [設定
（Settings）]ダイアログボックスに移動します。[詳細設定
（Advanced）]パネルで、[トレースを有効にする（EnableTrace）]
チェックボックスをオンにします。

このチェックボックスをオンにすると、デバッグト

レースだけが有効になります。エラートレースは常

にオンになっています。

（注）

Cisco IPMAクライアントのト
レースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\InstallLog.txt（Assistant Consoleと同じ場所）。
Cisco IPMAクライアントのイ
ンストールトレースファイル

クライアントのデスクトップ上にある

$INSTALL_DIR\UpdatedLog.txt（Unified CMAssistant Consoleと
同じ場所）。

Cisco IPMAクライアントの
AutoUpdaterトレースファイル

デフォルトでは、C:\Program Files\Cisco\Unified
Communications Manager Assistant Console\

インストールディレクトリ

発信側にリオーダー音が聞こえる

問題

発信側に次のリオーダー音またはメッセージが聞こえます。
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「ダイヤルしたコールを完了できません。（This call cannot be completed as

dialed.）」

考えられる原因

発信側回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。

ソリューション

回線のコーリングサーチスペースを確認します。設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Managerシステム設定ガイドを参照してください。

また、Cisco Dialed Number Analyzerサービスを使用して、コーリングサーチスペース内の不備を
確認することもできます。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Dialed Number
Analyzer Guide』を参照してください。

フィルタリングをオン/オフにするとコールがルーティングされない

問題

コールが適切にルーティングされません。

考えられる原因 1

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション 1

[Cisco Unified Serviceability]> [ツール（Tools）]> [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager Assistantサービスを
再起動します。

考えられる原因 2

Unified Communications Manager Assistantルートポイントが適切に設定されていません。

解決策 2

UnifiedCommunicationsManagerAssistant CTIルートポイントの電話番号と、UnifiedCommunications
Managerに設定されているすべてのマネージャのプライマリ電話番号に一致するようにワイルド
カードを使用します。

考えられる原因 3

マネージャの電話機のステータスウィンドウに「フィルタ使用不可（Filtering Down）」とい
うメッセージが表示されます。このメッセージは、Unified Communications Manager Assistant CTI
ルートポイントが削除されているか、稼働していない可能性があることを示します。
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ソリューション 3

次の手順を実行して、CTIルートポイントを設定し、Cisco IPManager Assistantサービスを再起動
します。

1. [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]から [デバイス（Device）] > [CTI
ルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

2. 該当するルートポイントを見つけるか、または新しいルートポイントを追加します。設定の
詳細については、CiscoUnified CommunicationsManagerシステム設定ガイドを参照してくださ
い。

3. [Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center - Feature Services）]から、Cisco CTIManagerおよびCisco IPManager Assistant
サービスを再起動します。

Cisco IP Manager Assistant Serviceに到達できない

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

Cisco IPMA サービスに到達できません（Cisco IPMA Service Unreachable）

考えられる原因 1

Cisco IP Manager Assistantサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #1

[Cisco Unified Serviceability]> [ツール（Tools）]> [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

考えられる原因 2

プライマリおよびセカンダリUnified CommunicationsManager Assistantサーバのサーバアドレスが
DNS名として設定されていますが、それらの DNS名が DNSサーバで設定されていません。

ソリューション #2

次の手順を実行して DNS名を置き換えます。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [システ
ム（System）] > [サーバ（Server）]。

2. サーバの DNS名を対応する IPアドレスに置き換えます。

3. [Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス
（Control Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動
します。
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考えられる原因 3

Cisco CTI Managerサービスが停止している可能性があります。

ソリューション #3

[Cisco Unified Serviceability]> [ツール（Tools）]> [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

考えられる原因 4

Unified Communications Manager Assistantサービスは CTI接続をセキュアモードで開くように設定
されているかもしれませんが、セキュリティ設定が完了していない可能性があります。

この状況が発生した場合は、アラームビューアまたは Unified Communications Manager Assistant
サービスログに次のメッセージが表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

ソリューション #4

Cisco IP Manager Assistantサービスのサービスパラメータで、セキュリティ設定を確認します。

[Cisco Unified Serviceability]> [ツール（Tools）]> [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Unified Communications Manager Assistantを再起動します。

Cisco IP Manager Assistant Serviceを初期化できない

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスで CTI Managerへの接続をオープンできず、次のメッセージが
表示されます。

IPMA サービスが初期化できません。プロバイダーを取得できませんでした（IPMA Service

cannot initialize - Could not get Provider）

考えられる原因

Cisco IPManagerAssistantサービスでCTIManagerへの接続をオープンできません。アラームビュー
アまたは Unified CM Assistantサービスログでメッセージを確認できます。

ソリューション

[Cisco Unified Serviceability]> [ツール（Tools）]> [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center - Feature Services）]から、Cisco CTI Managerおよび Cisco IP Manager Assistantサービスを
再起動します。
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Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗する

問題

Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗します。次のメッセージが表示されます。

例外：java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class（Exception:

java.lang.ClassNotFoundException: InstallerApplet.class）

考えられる原因

Unified Communications Manager Assistant Consoleの標準インストールでMicrosoft JVMの代わりに
Sun Javaプラグイン仮想マシンを使用するとエラーの原因となります。

ソリューション

管理者は、Sun Javaプラグインをサポートしている JSPページである次の URLにユーザを誘導し
てください。

https://<サーバ名>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstallJar.jsp

HTTPステータス 503：アプリケーションは現在使用できません

問題

http://<サーバ名>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラーメッセージが表示されま
す。

HTTP ステータス 503：アプリケーションは現在使用できません（HTTP Status 503 - This

Application is Not Currently Available）

考えられる原因

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていないか、または実行されていません。

ソリューション

Cisco IP Manager Assistantサービスがアクティブになっていることを確認します。確認するには、
[Cisco Unified Serviceability] > [ツール（Tools）] > [サービスの開始（Service Activation）]で、
サービスのアクティベーションステータスをチェックします。

Cisco IP Manager Assistantサービスがすでにアクティブになっている場合は、[Cisco Unified
Serviceability] > [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control
Center—Feature Services）]から Unified Communications Managerを再起動します。

Manager Assistant
48

Manager Assistant

Webからの Assistant Consoleのインストールが失敗する



マネージャがログアウトしてもサービスが動作している

問題

マネージャが Unified Communications Manager Assistantからログアウトしても、サービスは継続し
て実行されます。マネージャの IP Phoneのディスプレイの表示が消えます。フィルタリングがオ
ンになっていますがコールはルーティングされません。マネージャがログアウトしたことを確認

するには、Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolを使用してアプリケーションログを表示しま
す。Cisco IPManagerAssistantサービスがログアウトされたことを示す、Cisco Javaアプリケーショ
ンからの警告がないかどうかを調べます。

考えられる原因

マネージャがソフトキーを 1秒間に 5回以上押しました（最大許容回数は 4回）。

ソリューション

Unified Communications Managerの管理者は、マネージャの設定を更新する必要があります。次の
手順を実行して問題を修正します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ
管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）]ウィンドウが表示されます。

2. [検索（Search）]フィールドにマネージャ名を入力し、[検索（Find）]をクリックします。

3. 検索結果リストから、更新するマネージャを選択します。

[エンドユーザ設定（End User Configuration）]ウィンドウが表示されます。

4. [関連リンク（RelatedLinks）]ドロップダウンリストから [Cisco IPMAマネージャ（Cisco IPMA
Manager）]を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

5. マネージャの設定に必要な変更を行い、[更新（Update）]をクリックします。

マネージャがアシスタントプロキシ回線で鳴っているコールを代行受

信できない

問題

マネージャがアシスタントプロキシ回線で呼び出しているコールを代行受信できません。

考えられる原因

プロキシ回線のコーリングサーチスペースが適切に設定されていません。
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ソリューション

アシスタント電話機のプロキシ回線のコーリングサーチスペースを確認します。次の手順を実行

して問題を修正します。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）]検索ウィンドウが表示されます。

2. アシスタント電話機をクリックします。

[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウが表示されます。

3. 電話機と電話番号（回線）のコーリングサーチスペース設定を確認し、必要に応じて更新し
ます。

ページが見つかりません（No Page Found）

問題

http://<サーバ名>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspで次のエラーメッセー
ジが表示されます。

ページが見つかりません（No Page Found）

考えられる原因 1

ネットワークに問題があります。

ソリューション 1

クライアントがサーバに接続していることを確認します。URLで指定されているサーバ名に対し
て pingを実行し、到達可能であることを確認します。

考えられる原因 2

URLのつづりが間違っています。

ソリューション 2

URLでは大文字と小文字が区別されるため、URLが指示にある URLと正確に一致していること
を確認します。
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システムエラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせくだ

さい。（System Error - Contact System Administrator）

問題

Assistant Consoleを開くと、次のメッセージが表示されます。

システム エラーが発生しました。システム管理者にお問い合わせください。（System Error

- Contact System Administrator）

考えられる原因 1

をアップグレードした可能性Unified Communications Managerがあります。Unified Communications
Managerをアップグレードするときに、システムはAssistant Consoleを自動的にアップグレードし
ません。

ソリューション 1

[スタート（Start）] > [プログラム（Programs）] > [Cisco Unified Communications

Manager Assistant] > [Assistant Console のアンインストール（Uninstall

Assistant Console）]を選択してコンソールをアンインストールし、URL https://<サーバ名
>:8443/ma/Install/IPMAConsoleInstall.jspからコンソールを再インストールします。

考えられる原因 2

ユーザがデータベースに正しく設定されていません。

ソリューション 2

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワード
が Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。

考えられる原因 3

アシスタントからマネージャを削除したときに、[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM
Administration）]でアシスタントに空白行が残されました。

ソリューション 3

[アシスタントの設定（Assistant Configuration）]ウィンドウでプロキシ行を再割り当てします。
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CiscoIPManagerAssistantサービスがダウンしているときにマネージャ
にコールできない（Unable to Call Manager When Cisco IP Manager
Assistant Service is Down）

問題

Cisco IP Manager Assistantサービスがダウンしているときに、コールがマネージャに適切にルー
ティングされません。

考えられる原因

Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントで [無応答時転送（Call Forward No
Answer）]が有効になっていません。

ソリューション

次の手順を実行して、Unified Communications Manager Assistantルートポイントを適切に設定しま
す。

1. [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]から [デバイス（Device）] > [CTI
ルートポイント（CTI Route Point）]を選択します。

[CTIルートポイントの検索と一覧表示（Find and List CTI Route Points）]検索ウィンドウが表
示されます。

2. [検索（Find）]をクリックします。

設定済み CTIルートポイントのリストが表示されます。

3. 更新する Unified Communications Manager Assistant CTIルートポイントを選択します。

4. [CTIルートポイントの設定（CTI Route Point Configuration）]ウィンドウの [関連付け
（Association）]領域で、更新する回線をクリックします。

5. [コール転送とコールピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup Settings）]セクション
で、[無応答時転送（ForwardNoAnswer Internal、内部）]チェックボックスおよび [無応答時転
送（Forward No Answer External、外部）]チェックボックスをオンにし、[カバレッジ/接続先
（Coverage/Destination）]フィールドに CTIルートポイントの DNを入力します（たとえば、
ルートポイント DN 1xxxの場合、CFNAに 1xxxを入力します）。

6. [コーリングサーチスペース（Calling Search Space）]ドロップダウンリストから [CSS-M-E]
（または、該当するコーリングサーチスペース）を選択します。

7. [更新（Update）]をクリックします。
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ユーザ認証に失敗する

問題

Assistant Consoleからログインウィンドウを使用してサインインするときにユーザ認証に失敗し
ます。

考えられる原因

次の原因が考えられます。

•データベースでユーザが正しく管理されていない。

•アシスタントまたはマネージャとしてユーザが正しく管理されていない。

ソリューション

[Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]を使用してユーザ IDとパスワード
が Unified Communications Managerのユーザとして実行されていることを確認します。

Unified Communications Manager Assistantユーザ情報を関連付けることによって、ユーザをアシス
タントまたはマネージャとして実行する必要があります。ユーザ情報には、[Cisco Unified CM
Administration]で [ユーザ管理（User Management）] > [エンドユーザ（End User）]を選択してア
クセスします。
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